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ジヤトコについて

企業情報

会社名 ジヤトコ株式会社（英文名：JATCO Ltd）

事業内容 自動車用変速機、 
電動パワートレインおよび 
部品の開発・製造・販売 

設立 1999年6月28日

本社所在地 静岡県富士市今泉700番地の1

従業員数 11,700人 （2025年3月31日現在、連結）

代表 代表取締役社長兼最高経営責任者（CEO）　 
佐藤　朋由

資本金 299億3,530万円

株主 日産自動車 （75%）、三菱自動車工業 （15%）、 
スズキ株式会社 （10%）

財務状況 （連結）
単位：億円

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

売上高  5,613 5,400 6,217 5,641

営業利益  267 28 241 36

当期純利益 165 △48 158 △389
（参考）

 
 

国内関係会社
● ジヤトコ ツール株式会社
〒417-0023　静岡県富士市吉原宝町1番1号

● ジヤトコ プラントテック株式会社
〒417-0023　静岡県富士市吉原宝町1番1号

海外関係会社
● ジヤトコ 米国会社
1974 Midway Lane, Smyrna, TN 37167, USA

● ジヤトコ メキシコ社
Carretera Panamericana Km 75, Col. Los Arellano, C.P. 
20340. Aguascalientes, AGS., Mexico

● ジヤトコ 韓国エンジニアリング社
Lotte IT Castle 2-4F, 98, Gasan digital 2-ro, Geumcheon-gu, 
Seoul 08506, Korea

● ジヤトコ 韓国サービス社
Lotte IT Castle 2-412, 98, Gasan digital 2-ro, Geumcheon-gu, 
Seoul 08506, Korea

● ジヤトコ （広州） 自動変速機有限公司
NO.8, Lihong 2 Road, Science City, Guangzhou Hi-Tech 
Industrial Development Zone, Guangzhou, Guangdong, 
510530, China

● ジヤトコ （蘇州） 自動変速機有限公司
No.2 Tangqiao Road (M), Tangshi Community, Yangshe Town, 
Zhangjiagang City, Jiangsu Province, 215600, China

● ジヤトコ フランス社
ZAC des Godets - Batiment C, 1-4 Impasse de la noisette, 
91370 Verrières le Buisson, France

● ジヤトコ 英国会社
Unit 6, International Advanced Manufacturing Park (IAMP), 
International Drive, Sunderland, Tyne and Wear, England, 
SR5 3FH, United Kingdom

● ジヤトコ タイランド社
700/999 Moo 3, Amata Nakorn Industrial Estate, Thumbon 
Nongkakha, Amphur Phanthong, Chonburi 20160, Thailand
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ジヤトコについて

企業理念

激しく変化する事業環境の中で、ジヤトコは改めて自社が社会
に存在する意義を問い直しました。
「技術と情熱でモビリティの可能性を拡げる」というコーポレー
トパーパスは、予測が難しい未来に向けて私たちの向かう方向性
を示しています。
また、自らの強みを活かし、モビリティを通してよりよい社会の
実現に貢献したいという、私たちの願いでもあります。
ジヤトコは、コーポレートパーパスの実現に向けて、新しい価値 

を提供し続けます。

「技術」
ジヤトコにとって技術は最も重要な資産であり価値の源泉です。
これまで磨き続けてきた技術を大切にし、さらに深化させ、未来
を切り拓く思いを込めています。

「情熱」
ジヤトコは、モノづくりへの情熱、イノベーションへの情熱、そし
てお客さまへの情熱で、新たな可能性を探索します。
情熱は私たちのチャレンジの原動力となります。

「モビリティ」
社会活動での移動とその手段の全てがモビリティです。
クルマを走る地表だけでなく、海、空、宇宙へと、モビリティの
範囲は拡がっていきます。
ジヤトコの活動エリアもどんどん拡げていきます。

̶ コーポレートパーパス ̶
私たちの存在意義

技術と情熱でモビリティの可能性を拡げる
モビリティは、人やモノの移動を可能にする。移動は、ただ動くことではない。

無限に広がる空間を動けば、新しい出会い、新しい経験が生まれ、新しい世界が開ける。
だからモビリティの可能性が拡がり、一人ひとりが思う通りの移動ができれば、

全ての人々の心に感動が生まれ、人々の交流に活力が溢れる。そして世界はより自由で豊かになる。  
ジヤトコは、そんな世界の実現を目指し、技術と情熱でモビリティの可能性を拡げます。

̶ ミッション ̶
私たちは、社会から信頼される企業として、 

クリーン、安全、快適そしてワクワクする商品・サービスを通し、
モビリティに新しい価値を提供します。

̶ 価値観 ： T-E+-A-M ̶
Team leadership by everybody Entrepreneurship External mindset
全員によるチームリーダーシップ アントレプレナーシップ 外界志向・顧客志向

Aspiration to win Monozukuri excellence
勝利へのこだわり モノづくりの極み
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ジヤトコについて

価値創造のあゆみ

2022
1989年 ジャトコ株式会社に社名変更 1999年合併

2003年合併
1970年 日本自動変速機株式会社設立

2002年 ジヤトコ株式会社に社名変更1967年 日産自動車株式会社 AT生産開始

ハイブリッド車用

電動車用

CVT

AT

1975年 三菱自動車工業株式会社 AT生産開始

1999年10月
ジヤトコ・トランステクノロジー株式会社 設立

2002年 ダイヤモンドマチック株式会社 分社

1999年6月
トランステクノロジー株式会社 分社

World’s
First

World’s
First

World’s
First

World’s
First

ＡＴ時代の夜明け ＦＦ化の波
売
上
高
推
移

新たなモビリティの時代へ環境意識の高まり、燃費規制強化

3N71
小・中型車用
３速ＡＴ

F01A
小型車用3速AT

JR712E
１モーター
２クラッチ式
ハイブリッド車用

Jatco CVT8
HYBRID

乾式多板クラッチ１モーター
２クラッチ式ハイブリッド車用

電動車向け
ギア

JR502E
中・大型車用５速ＡＴ

F06A
中型車用CVT

JR006E
大型車用

CVT（トロイダル式）

JF010E
大型車用CVT

Jatco 
CVT7

軽・小型車用CVT

Jatco 
CVT-X

中・大型 FF 車用 CVT

JR913E
FR 車用9速 AT

2010 2015 2020 2021

1997 1999 2002 2009

Jatco
CVT8

中・大型FF車用CVT

2012 2021

Jatco 
CVT-XS

中・大型 FF 車用 CVT

2023

1967 1981 1989 2020

創業訓
人を大切に
すべてに清潔に
常に最高の品質を

常に時代をリードする

「革新的な商品・技術」
それが、JATCOの進化の歴史です。

1970 20202010200019901980
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ジヤトコについて

目指す姿

あらゆるモビリティにドライブユニットを提供

サステナビリティ
への

関心の高まり

持続可能な
社会の実現への

貢献
カーボンニュートラル
サーキュラーエコノミー
クルマからモビリティへの

価値変化

X-in-1 (3-in-1)

移乗機構付
車いす

電動アシスト
自転車用

ドライブユニット

電動バイク用
2速インホイール

モータードライブユニット

X-in-1 (5-in-1) 超小型e-Axle e-Axle（変速機能付）

安全で快適な
移動の実現

ジヤトコは「技術と情熱でモビリティの可能性を拡げる」というコー
ポレートパーパスのもと、自動車用トランスミッションメーカーとし
て長年培ってきた技術を活かし、移動がもたらすより良い社会の
発展に貢献していきたいと考えています。加速する電動化の中で、
電動パワートレインメーカーとしても、独自技術を活かした競争力
のある商品を提供することで、より豊かな電動車両の未来の実現
に貢献します。また、その技術を自動車以外の新しいモビリティに
も拡げ、あらゆるモビリティへのドライブユニット提供の可能性を探っ
ていきます。ジヤトコならではの技術とノウハウを最大限に活用し、
お客さまや社会に価値ある新しい商品やサービスを提供することで、
環境課題や社会課題の解決を視野に入れながら、持続可能な社
会の成長とジヤトコの成長を両立させていきます。
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ジヤトコについて

コア技術

高品質の商品をグローバルで安定的に供給する技術

グローバル量産

車両～商品～コンポーネントすべてで価値を提供 CVT・ATの動力を伝達する機能を担うギアなどの設計・加工技術

車両システム開発
• 動力性能

• 静粛性

• 熱マネジメントシステム

ユニット開発
• 電動化ユニットシステム

• e-Axleなど

コンポーネント開発
• コア部品

• ギア、モーター、原材料 

など

アルミ鋳造

ギア加工

鍛造

機械加工

品質確保

ジヤトコのコアコンピテンシー
前身会社の一つである日本自動変速機の創業以来、ジヤトコが
世に送り出した自動車用オートマチックトランスミッションの累計台
数は1億3,200万台以上にのぼります。これらCVT・AT の開発生
産を通して磨いてきた、動力伝達機構の領域における、開発能力、
生産技術がジヤトコの強みです。
開発においては、ユニット、コンポーネントの設計・製造に加え、
常に自動車メーカーとともに車両システムを開発に携わってきまし
た。これにより、車両の制御、通信も含め、動力性能や静粛性、
熱マネジメントまで対応することが可能です。 また、生産においては、
高精度の設計・加工技術や、高品質の製品をグローバルな生産
拠点で量産し、安定的に供給することを強みとしています。
これらのコアコンピテンシーを最大限に生かし、電動パワートレ
インや新たなモビリティへの貢献など、新しい価値の提供を追求
していきます。
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ジヤトコについて

お客さま視点で目指す「世界No.1のモノづくり」
ジヤトコは、お客さまの変化に限りなく早く対応し、 安全（safety）、
品質（Quality）、 時間（Time）、 コスト（Cost）における世界No.1
のモノづくりを目指し、独自の生産方式「JEPS」（JATCO 
Excellent Production System）を 構築・運用しています。

JEPSは、素材仕入から加工、そして組立から出荷に至るまで、
タイムリーで柔軟な生産・運搬を行うことで、一切のムダを排除
するシステムです。
より良い製品を安定的に生産し、安定的にお客さまに供給できる、
超高効率な生産を目指します。

JEPSで競争力を強化！
JEPSの目指すべき姿は、競争力を向上させ、収益に貢献す

ることです。そのためには、全員参加で基盤を強化し、４つの
KAIZEN指標を定めて、終わりのない改善サイクルを回し続け、
ジヤトコの発展・成長とともに、カーボンニュートラルやサーキュラー
エコノミーを含めた社会への貢献を目指しています。

SQTCE＊1すべての領域で競争力向上にチャレンジ

生まれの良いモノづくりの実現（MP＊2サイクル）

量産後「品質リスク」を残さない品質設計と計画通りの結果を出す
工程設計を進めます。

DXツール開発&活用による高効率寄与

さまざまな停止ロスの最小化（点検、測定、調整等）問題の予知・
予防、クイックアクションを行います。

全員参加TPMによる基盤強化で結果を出す

限りない改善の実行と設備に強い人財育成（製造、保全、技術、
品証、etc.）を行います。
＊1 Safety, Quality, Time, Cost, Environment
＊2 Maintenance Prevention

お客さまの満足と
社会への貢献
お客さまの満足と
社会への貢献

CNとサーキュラー
エコノミーに貢献
CNとサーキュラー
エコノミーに貢献

ジヤトコ全体の
発展・進化・成長
ジヤトコ全体の
発展・進化・成長

全員参加で限りない挑戦
基盤強化　TPM（８本柱）, QCC, SSD, BM

全員参加で限りない挑戦
基盤強化　TPM（８本柱）, QCC, SSD, BM

マネジメントシステムマネジメントシステム

生産管理生産管理 エンジニア
リング
エンジニア
リング 現場管理現場管理

安定生産と超高効率生産安定生産と超高効率生産

KAIZENKAIZEN

JEPS活動

ベスト
ストック

ゼロ
ストップ

ゼロ
ディフェクト

ゼロ
アクシデント

4つのKAIZEN

・ゼロアクシデント ・ゼロディフェクト
・ゼロストップ ・ベストストック

モノづくりの考え方

JEPS活動概念図

工程設計

製品
設
計

基
盤
強
化

JEPS
with DX

TPM
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ジヤトコについて

モノづくりの考え方

スマートファクトリー化の実現
ジヤトコは工場のスマートファクトリー化を推進しています。デジ

タルソリューション部を中心に、モノづくりのDX（デジタルトラン
スフォーメーション）を進め、生産性向上や省エネルギーを推進し
ています。

ジヤトコのスマートファクトリー構想

設備の稼働状況を可視化
ジヤトコの工場は素材仕入れ、加工、組立、検査、出荷に至る
一連の工程を1本のラインのように同期させることで、一切の無駄を
排除するシステムを組んでいます。途中で生じたエラーにより生産
が止まれば次の工程、またその次の工程へと影響が出てしまいます。

そうした影響をなくすためにも、生産工程の設備状態を常時見える
ようにすることで「止まらない工場」を目指しています。職場で発
生した品質問題などを直ちに解決するQRQC＊を基本とし、稼働状
況が一目で分かる稼働管理ソフトウェアを内製で作成。これにより、
チョコ停や故障などの現象を素早く把握し対策を打つことで、生産
ロスを減らすことが可能になりました。さらに、トレーサビリティデー
タを蓄積・分析することで、品質の安定化と未然の不良防止を実現。
不良品の発生を事前に予測し、廃棄品削減と生産性向上の両立を
図っています。稼働モニターの導入により、生産ラインの効率が
約10％向上しました（2021年比）。ジヤトコは究極の効率と品質を

目指し、デジタル技術の幅を広げ
ながらスマートファクトリーを実現
しています。そして、1台のユニッ
トを製造するために消費するエネ
ルギーを最大限削減し、カーボン
ニュートラルの実現に寄与します。

設備総合効率（OEE）実績

＊Quick Response Quality Control

60
2021 2022 2023 2024

70

80

100
(%) OEE(平均 )

90

平均 5% 改善
■2019年4月
　■2019年6月

DA B C E F G
＊1 JATCO Excellent Production System
＊2 Plan-Do-Check-Action

全社ビックデータ連携
（市場データ、

ビジネスパートナー情報） 最高効率を
維持し続ける工場

結果系と要因系が紐付いた生産ラインのデータを取得

“早く、正確に”
“気付かせる”
ための見える化

経験に基づいた仮説を
確かなデータで裏付けし、
精度良く素早く立証。
新たな価値を未来志向で
提供する。

JEPS＊1活動
予兆保全
品質予兆

仮説→実行→効果確認

データ活用基盤

工場

工場運営業務

経営判断

PDCA＊2サイクルを高精度かつ早く回し、生産性向上を実現
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ジヤトコについて

モノづくりの考え方

ジヤトコの製品開発および生産準備のプロセスでは、初期段階
から高精度かつ詳細な設計検討を行い、性能を作り込む「フロン
トローディング」を推進しています。
これにより、後工程での修正や実機による試行錯誤の繰り返し
を抑制し、開発・生産におけるエネルギー効率の向上を図り、社
会の環境負荷低減に貢献しています。

 
システムズエンジニアリングの　　　　　
Vプロセスによる開発
多様化・高度化する製品への性能要求に対し、設計と実験の繰

り返しを削減するため、システムズエンジニアリング (SE) のV プ
ロセスの考えを導入しています。

Vプロセスにおける各システム階層での設計・検証にはMBD
（Model Based Development： モデルベース開発）手法を活用
しています。これは実際にクルマを走行させたときに各機能部品
に発生する現象をコンピューター・シミュレーションで予測し、 バー
チャル評価を行うものです。

これらSEとMBDを組み合わせたMBSE(Model Based Systems 
Engineering)のアプローチにより、フロントローディングを推進し、
環境負荷の低減に取り組んでいます。

バーチャル評価とAI融合による 
環境負荷低減

Vプロセスの実験プロセスでは、これまで実車で実験していた
ものをバーチャル評価（HILS* など）に置き換えています。また、
新たに織り込む制御システムなどもバーチャル上で確認することで、
実車に搭載した際に手戻りなく開発できるようになりました。これ
らバーチャル評価が進むことで、開発期間が短縮できることはも
ちろん、実車を使った実験が減り、試作品の削減や実験用燃料
の削減など環境への効果もあります。
また、MBD/MBSEとAIを融合した手法に取り組み、情報抽出
の効率化を図ることによって30%の時間削減が見込まれ、今後既
存商品や次世代商品に適用し、開発期間の短縮だけでなくフィジ
カル実験の削減によるガソリン使用量の削減にも貢献していきます。
＊Hardware In The Loop Simulation

世界一の開発効率を目指し 
MBD推進センターなど外部団体へ参画
モノづくりの輪を広げ、日本の自動車産業の発展に貢献するため、

ジヤトコは、国内自動車メーカー、部品メーカーからなるMBD推進
センターに参画しています。MBD 推進センターでは、大学などが
創出したモデルを自動車メーカーと部品メーカーがすり合わせ、同じ
モデルを開発に使用することで、自動業界全体として、手戻りの
ない世界一の開発効率を実現することを目指しています。
このMBD推進センターに当社も参画することで、カーボンニュー

トラル対応等を含む自動車技術革新に貢献しています。

車両・PT
目標性能

ユニット構想
システム設計

サブシステム設計
制御構想

詳細設計
（部品・制御）

実車
達成度評価

実
車
、

EN
G
ベ
ン
チ

ユニット実験
台上性能適合

サブシステム
実験

コンポーネント
実験

コンポーネント

サブシステム

ユニット

クルマ

L R

R

L

R

R

Visual Information

Query-based
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MBD/MBSEとAIの融合

バーチャル実験による効果例

HILSなどを用いて、車両走行状態での結果をシミュレートし、
実際に車両を走行する条件を抽出

17%

車両走行時間が削減し、燃料消費量17％相当削減

車両走行距離

車両走行距離

モデル活用


	Button_next: 
	Page 6: 
	Page 7: 
	Page 8: 
	Page 9: 
	Page 10: 
	Page 11: 
	Page 12: 
	Page 13: 

	Button_prev: 
	Page 6: 
	Page 7: 
	Page 8: 
	Page 9: 
	Page 10: 
	Page 11: 
	Page 12: 
	Page 13: 

	ボタン115: 
	Page 9: 
	Page 13: 

	ボタン114: 
	Page 9: 
	Page 13: 

	ボタン113: 
	Page 9: 
	Page 13: 

	ボタン112: 
	Page 9: 
	Page 13: 

	ボタン111: 
	Page 9: 
	Page 13: 

	ボタン110: 
	Page 9: 
	Page 13: 

	ボタン109: 
	Page 9: 
	Page 13: 

	ボタン108: 
	Page 9: 
	Page 13: 

	ボタン107: 
	Page 9: 
	Page 13: 

	ボタン106: 
	Page 9: 
	Page 13: 



